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鼠
十
蕊
｛
巷
　
第
鼎
聯
號
　
　
（
遊
興
第
九
幸
號
㌧
昭
灘
十
三
年
四
月
登
行

研

究

佛
蘭
西
更
學
史
に
於
け
る
中
世
研
究
の
慧
義

長

壽

吉

（1）

　
　
　
　
　
　
【

　
ジ
ュ
；
ル
B
・
・
、
ツ
ユ
レ
は
…
入
三
三
年
乃
至
一
八
閥
四
年
に
於
て
、
彼
の
…
生
の
名
作
『
フ
ラ
ン
ス
史
』
才
六
憲
を
公
に

し
た
。
そ
の
認
題
は
、
「
起
原
よ
り
川
イ
十
一
世
の
死
一
斗
入
三
年
に
至
る
」
と
謂
ふ
。
自
群
ち
ミ
シ
ュ
レ
の
業
績
を
不
朽

た
ら
し
め
た
る
こ
の
名
藩
、
彼
が
そ
の
「
象
徴
主
義
」
の
露
命
を
、
、
歴
難
事
實
の
理
念
と
映
像
と
象
徴
と
に
粛
張
し
た
る

こ
の
名
著
は
、
こ
の
前
六
七
に
綾
き
て
公
に
さ
れ
た
．
る
『
革
命
史
』
そ
の
他
に
謝
し
て
、
霧
に
中
盤
史
で
あ
っ
淀
○
こ
れ

　
　
　
　
佛
薦
灘
史
雄
吏
に
於
け
ろ
中
小
研
究
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
一
一
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
二
〇
九



　
　
　
　
沸
繭
鰹
史
學
史
に
於
け
る
串
轍
研
究
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ニ
ナ
三
巻
策
二
號
　
　
二
一
〇

に
先
だ
ち
、
ミ
シ
ュ
レ
は
『
近
代
吏
提
要
』
二
入
工
七
年
著
）
の
う
ち
に
、
「
歴
史
の
劇
蘭
統
合
と
、
映
像
の
姿
に
示
現
さ

れ
る
理
念
と
、
象
徽
の
形
に
表
出
さ
れ
る
事
實
」
を
説
い
て
み
た
○
そ
れ
ら
は
悉
く
こ
の
『
佛
蘭
西
史
』
、
殊
に
そ
の
序

節
の
う
ち
に
敷
術
さ
れ
て
あ
る
。
　
9
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こ
の
著
作
を
率
心
と
し
て
そ
の
前
後
を
考
究
し
、
こ
．
の
中
世
史
を
憂
し
た
る
時
勢
を
槻
霧
・
う
る
時
、
吾
々
は
彿
蘭
西

姦
物
の
狡
蓬
に
甥
す
る
中
世
研
究
の
意
義
を
亘
る
の
で
あ
る
。
未
だ
眞
の
史
話
と
t
て
の
形
態
に
至
ら
ざ
る
、
近
古
の

佛
蘭
藩
史
至
芸
に
於
け
る
、
所
謂
歴
史
的
興
壕
或
は
歴
史
的
醐
心
の
所
魔
に
就
い
て
は
、
こ
、
に
問
ふ
と
こ
ろ
が
無
い
。
、

近
世
殊
に
天
三
〇
年
乃
至
四
八
年
、
即
ち
七
月
王
朝
時
代
の
史
學
、
そ
れ
は
恐
ら
一
は
佛
蘭
西
の
二
宮
が
、
最
も
活
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
丸

譲
な
る
研
∵
究
を
…
運
げ
、
且
つ
最
も
彩
麗
な
る
諸
著
作
を
産
出
し
た
り
し
勝
期
に
労
い
℃
、
佛
蘭
酋
史
學
と
中
世
研
究
と

の
關
係
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
エ
ド
ア
疹
ド
H
フ
ユ
タ
ア
は
そ
の
『
修
藩
命
史
』
の
う
ち
に
、
ミ
シ
ュ
レ
の
史
學
殊
に
こ
の
『
露
出
西
史
』
、
並
び
に
そ
の
以

爵
の
『
羅
馬
変
』
（
一
入
三
…
年
）
、
即
ち
悉
く
二
；
プ
ア
影
響
下
に
存
し
且
つ
純
然
図
る
浪
曼
主
義
傾
向
を
も
つ
も
の
を

評
し
そ
、
・
、
シ
ュ
レ
を
「
叙
情
詩
芝
生
概
主
義
派
の
根
本
的
な
戚
傷
詩
嚢
」
な
り
と
し
、
「
入
も
し
ミ
シ
ュ
レ
を
好
讃
せ
ん

と
せ
ば
、
彼
は
・
〆
、
の
批
鋼
的
噺
定
を
樺
ら
ね
ば
な
ら
滋
」
と
言
ふ
。
然
し
、
斯
か
る
解
説
は
決
し
て
ミ
シ
ュ
レ
の
業
績

を
、
充
勢
に
考
究
し
得
た
も
の
と
は
謂
ひ
難
い
。
ミ
シ
凱
レ
の
著
作
は
、
決
し
て
斯
く
の
如
く
耀
う
に
簡
軍
に
修
史
學
史



の
う
ち
に
過
眼
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
（
｝
旨
」
ッ
ニ
○
餐
息
獄
甲
窪
。
｝
回
●
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δ
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門
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｝
ま
叶
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○
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至
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ミ
シ
ュ
レ
の
こ
の
中
世
史
に
關
し
て
、
グ
ー
チ
『
十
九
世
紀
の
史
馬
丁
史
學
者
』
、
テ
ィ
エ
ソ
『
佛
蘭
西
史
考
察
』
、
テ

ー
ス
『
批
堀
と
史
學
の
諸
…
論
』
、
ラ
ン
ソ
ン
『
佛
蘭
西
交
高
市
』
、
ミ
ュ
ニ
エ
『
十
九
世
紀
の
賊
魁
名
家
』
、
シ
テ
ー
ガ
ア
『
十

九
世
紀
に
於
け
る
佛
蘭
西
史
學
者
の
世
界
史
的
思
想
』
（
ラ
イ
プ
チ
ヒ
論
文
）
、
セ
エ
『
歴
史
の
科
學
及
哲
學
』
、
こ
と
に

ガ
ブ
ジ
エ
ル
ほ
モ
ノ
『
ジ
ュ
ー
ル
ロ
ミ
シ
ュ
レ
の
生
涯
、
と
田
脚
想
』
、
及
び
『
ジ
ュ
ー
ル
目
ミ
シ
ュ
レ
。
ワ
ぐ
の
生
．
涯
L
」
業
績
』
雄
V
に

説
く
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
フ
ユ
タ
ァ
の
言
が
掌
る
不
當
な
る
を
知
る
の
み
な
ら
す
、
ミ
シ
ュ
レ
の
中
世
史
は
佛
蘭
西
史
學

史
或
は
全
史
旧
史
の
上
に
、
重
要
な
る
一
事
項
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ミ
シ
ュ
レ
の
「
象
徴
派
」
、
（
テ
ィ
エ
ソ
が
そ

の
佛
蘭
西
史
考
察
の
う
ち
に
姦
轟
を
提
唱
し
て
・
こ
れ
を
ミ
シ
・
あ
主
奨
義
嬉
照
し
て
謂
へ
る
ぽ
・
中
世
跨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

研
究
に
於
け
る
或
る
一
種
の
歴
史
掘
察
を
、
佛
蘭
西
史
學
更
の
上
，
に
樹
立
し
、
其
前
後
に
於
け
る
諸
傾
向
の
分
界
地
に

在
る
も
の
と
謂
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
或
は
ま
た
佛
蘭
西
史
革
製
達
の
主
動
重
要
な
る
研
究
鎮
域
と
し
て
の
、
中
世
史
を

提
示
し
た
も
の
と
謂
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

　
ミ
シ
ュ
レ
の
「
、
即
急
派
」
（
一
、
㌫
8
δ
6
・
く
邑
Ψ
○
ξ
琴
）
に
於
け
る
歴
史
事
實
研
究
の
成
果
の
叙
述
は
、
明
ら
か
に
前
代
か
ら

の
「
叙
述
」
（
塁
鑑
幾
。
已
の
系
流
、
即
ち
プ
ロ
ス
ペ
ツ
ー
ー
バ
ラ
ン
ト
が
代
表
す
る
「
維
書
派
」
（
ま
8
δ
養
箕
臨
く
ρ
ま
8
ざ

纂
8
隔
δ
墾
き
）
を
傳
卜
す
る
。
前
掲
モ
ノ
の
著
書
の
う
ち
に
、
の
イ
ソ
ソ
ヒ
員
ハ
イ
ネ
が
ミ
シ
ュ
レ
の
書
を
評
し
て
、
【
、
言

葉
の
魔
術
を
も
て
過
去
の
墓
所
の
遣
骸
か
ら
耕
先
の
行
實
を
眼
前
に
現
出
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
、
史
劇
者
の
一
事
業
で

　
　
　
　
佛
蘭
西
史
學
史
に
於
け
る
申
世
研
究
の
意
磯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
「
二
號
　
　
ご
一
一



　
　
　
　
郷
藤
西
奥
學
更
に
於
け
る
中
正
鋳
究
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
讐
　
第
二
競
　
　
二
＝
一

あ
り
と
せ
ば
、
、
ミ
平
ユ
レ
こ
そ
は
眞
に
ぞ
の
史
盛
者
で
あ
る
」
、
と
言
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ミ
シ
誌
レ
．
爵
ら
ぱ
『
佛
爾

悪
感
臨
調
飾
に
、
霞
己
の
歴
史
學
の
謀
題
が
、
過
去
生
命
の
復
活
の
描
記
に
罷
る
こ
と
を
説
5
・
・
、
叉
テ
ぜ
手
ソ
は
『
佛
蘭

酉
史
考
察
』
に
ミ
シ
ェ
レ
の
㎜
、
象
徴
」
を
非
難
し
な
が
ら
も
、
獅
そ
の
叙
述
の
巧
妙
と
猫
特
と
を
賞
讃
し
て
み
る
の
で
あ

る
。
元
來
『
無
爵
画
史
』
ば
そ
の
以
前
の
『
羅
馬
史
』
の
繋
累
の
綴
承
で
、
『
羅
馬
史
』
は
、
二
三
ブ
ア
の
『
羅
馬
史
』
（
…
入
　

高、ド

N
）
に
學
ぶ
こ
と
多
か
っ
た
こ
と
は
、
能
く
入
．
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〈
・
・
シ
ュ
レ
の
、
『
佛
蘭
西
史
』
は
、
完
金
に
か
れ
の
前
著
作
の
主
義
原
理
を
懸
冠
し
た
。
弛
し
プ
ア
に
關
し
て
ヲ
〉
タ

ァ
が
そ
の
『
歴
史
科
學
の
機
達
』
の
う
ち
に
、
「
生
氣
に
満
ち
」
と
形
容
し
た
も
の
、
又
彼
が
同
書
に
ソ
ィ
ッ
の
二
ー
ブ

ア
評
賦
、
光
け
る
叙
述
」
を
掲
ぐ
る
も
の
は
、
等
し
く
ミ
シ
ュ
レ
に
も
充
て
、
謂
ひ
得
ら
れ
る
。
二
ー
ブ
ア
の
…
、
喬
語
學
的

批
勃
研
究
し
な
る
も
の
は
、
等
し
く
ミ
シ
ュ
レ
の
『
佛
蘭
西
史
』
の
特
色
だ
る
こ
と
、
前
掲
諸
書
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
．
耐

7
ユ
タ
ァ
の
謂
ふ
繋
ぐ
た
．
ち
ば
、
そ
れ
は
二
ー
グ
ァ
の
業
績
を
否
定
し
、
延
い
て
ラ
ソ
ヶ
に
も
及
ぶ
と
考
へ
ら
れ
る
。

要
す
る
に
、
ミ
、
シ
ュ
シ
に
於
け
る
中
世
研
究
の
叙
逃
は
「
、
糟
再
帰
」
の
綴
承
に
し
て
、
バ
ラ
ン
ト
の
一
八
二
四
年
乃
至
二

六
年
の
著
作
『
ヅ
ァ
ロ
γ
家
の
ブ
ウ
川
ゴ
ー
二
諸
侯
の
歴
史
、
　
一
三
六
四
…
一
四
入
三
』
、
即
ち
中
世
研
究
の
叙
蓮
の
後

繊
で
あ
る
。
從
っ
て
そ
れ
は
バ
ラ
ン
・
ト
が
怒
首
に
蓮
べ
た
る
古
人
の
名
爵
、
「
歴
史
を
記
す
る
は
叙
帰
す
る
に
在
り
、
讃

明
す
る
に
あ
ら
す
」
毒
コ
コ
・
8
識
ρ
コ
。
〇
二
讐
舞
銭
一
一
霧
「
〔
三
翁
一
三
．
一
一
こ
｛
一
二
囲
ζ
三
遷
日
（
ぎ
一
一
〉
と
す
る
も
の
、
鎌
承
で
あ
る
。

（
窓
豆
』
醐
嘗
渉
国
警
2
6
”
｝
宙
ご
コ
ノ
・
…
｛
ワ
｝
（
ぎ
一
重
畠
惣
¢
霧
（
》
扁
二
焦
｝
ジ
づ
・
ジ
誓
♂
賦
宏
急
養
｛
掌
一
〇
ご
2
デ
ノ
・
｛
≦
》
一
一
色
誘
く
。
類
o
H
）
釜
ジ
禁
ゾ
身
＝
∂
跨
　
一
イ
塗
一
）
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りごじ



自
。
ご
2
・
三
洋
ρ
一
、
幽
デ
ρ
多
・
¢
多
ε
ψ
冬
w
窪
」
》
霞
磯
（
）
鵬
＝
σ
〔
ぎ
冒
一
二
篇
エ
○
二
二
〇
！
M
p
δ
グ
5
0
＋
…
二
〇
。
ヨ
窯
ピ
び
ξ
加
C
三
二
慈
ξ
ε

　
斯
く
て
吾
々
は
、
佛
蘭
酉
史
學
史
に
於
け
る
中
世
研
究
が
、
佛
蘭
西
史
學
狡
達
の
上
の
二
傾
向
或
二
派
、
そ
の
一
は

絡
蚕
派
そ
の
他
は
象
徴
派
で
あ
る
も
の
を
、
聯
係
し
て
代
表
し
つ
、
あ
る
こ
と
を
見
る
。
換
言
せ
ば
佛
蘭
西
磁
壁
の
四

達
に
下
し
て
、
中
世
研
究
が
、
梱
結
す
る
二
傾
向
を
産
出
せ
る
重
要
な
る
研
究
領
域
た
り
し
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
，
、

　
　
　
　
　
　
　
二

　
夙
に
ヅ
ィ
コ
の
『
新
藷
學
』
を
醗
謬
し
、
ヘ
ル
デ
ル
の
理
論
に
傾
倒
し
、
グ
ラ
ム
の
紳
話
象
徴
を
愛
し
、
「
余
は
ニ
イ
ベ

ル
ソ
グ
ン
の
濁
逸
、
ル
ッ
タ
ー
の
猫
逸
、
べ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
の
猫
逸
、
フ
レ
ェ
ー
ベ
ル
の
猫
逸
を
愛
す
。
し
か
れ
ど
も
、

ゲ
ー
テ
の
イ
ロ
ニ
ソ
ク
面
高
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ン
フ
ィ
ス
プ
ィ
ク
全
層
を
好
ま
す
」
、
と
総
…
し
た
る
ミ
シ
ュ
レ
に
在
り
て
は
、

か
の
古
く
は
ボ
ノ
H
ド
ほ
マ
ブ
ジ
イ
の
史
學
、
ク
ウ
ザ
ン
の
哲
學
に
、
甚
し
く
諾
諾
さ
れ
た
る
ギ
ゾ
ー
二
、
ネ
・
テ
ィ
エ
ー

ル
等
の
初
期
史
學
に
見
ら
れ
る
、
所
謂
ジ
ェ
ル
マ
ニ
ス
ト
傾
向
と
は
、
全
く
そ
の
趣
を
異
に
し
た
る
「
無
難
化
」
（
℃
鍵

寄
≦
2
ご
謎
琴
）
が
含
ま
れ
、
又
そ
の
「
、
哲
學
化
」
（
一
）
霧
一
）
峯
霧
ε
賦
。
）
も
存
在
す
る
。
故
に
、
ミ
シ
ュ
レ
に
在
り
て
は
、

彼
等
ジ
ェ
ル
マ
ニ
ス
ト
が
お
の
つ
か
ら
潜
有
し
、
或
は
ジ
ェ
ル
マ
ニ
ス
ト
よ
り
出
で
で
ひ
た
す
ら
に
強
調
さ
れ
た
る
宿
命

論
は
最
も
悪
む
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
「
宿
命
者
涙
」
へ
ま
8
回
。
濤
轡
3
聡
慧
。
。
、
、
し
か
も
之
も
亦
中
世
研
究
に
於
て
、
そ
れ

が
歴
史
狡
展
の
必
然
性
を
主
張
し
、
ガ
質
d
ロ
岬
、
ン
調
フ
ラ
ン
ク
ニ
元
の
動
因
を
以
て
、
民
族
と
云
ふ
も
の
三
、
暴
君
」

（
・
ミ
シ
ュ
レ
の
所
謂
〉
を
忘
れ
ざ
る
こ
と
、
制
度
の
不
断
の
影
響
を
主
張
す
る
こ
と
を
、
ミ
シ
ュ
レ
は
非
難
し
て
揮
ら
な

　
　
　
　
佛
二
酉
更
學
吏
に
於
げ
ゐ
中
世
研
劣
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ニ
ナ
三
巻
　
」
第
二
銃
　
　
二
＝
二

（5）



佛
幽
門
斑
學
史
に
於
け
ろ
串
世
研
椀
の
慧
義

第
二
十
柵
一
二
巻
　
第
三
號
　
　
二
一
四

か
つ
た
。

　
佛
二
瀬
の
申
古
史
に
於
て
一
、
唯
一
の
精
細
唯
一
の
入
格
」
を
苦
し
、
【
，
絡
て
が
聰
て
に
影
響
し
交
錯
す
る
し
こ
と
に
於

て
、
【
、
統
合
生
命
の
由
っ
て
立
つ
綜
合
騰
L
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
ミ
シ
ェ
レ
の
中
世
研
究
に
於
け
る
業
績
で
あ
る
。
彼
が

『
新
三
二
』
の
翻
課
に
就
い
て
言
っ
た
も
の
（
グ
ウ
チ
）
、
則
ち
「
そ
れ
自
身
を
魁
夢
心
由
っ
て
人
聞
化
す
る
と
こ
ろ
の
入

類
」
と
は
、
彼
が
『
佛
蘭
照
史
』
前
回
怒
の
潜
思
に
、
「
入
は
そ
れ
自
身
の
プ
葉
組
テ
な
り
」
と
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
、

申
世
研
究
の
槻
察
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
中
世
研
究
を
説
く
こ
と
、
そ
れ
が
如
何
な
る
意
昧
に
於
て
批
到
さ
れ
る
べ
き

か
は
省
略
す
る
を
さ
ま
た
げ
す
、
唯
そ
れ
は
少
く
も
斯
く
説
く
こ
と
に
曾
て
、
論
讃
す
る
（
℃
ピ
δ
。
・
o
℃
ぼ
身
）
こ
と
に
外

な
ら
な
い
。
中
世
研
究
は
ミ
シ
・
レ
に
鞭
て
、
史
學
を
論
謹
す
る
こ
と
の
範
圃
に
貸
し
て
み
る
。
◎
．
毒
。
ぎ
3
；
。
の

℃
○
瑳
2
三
つ
．
ご
　
．
バ
2
跨
繭
】
三
二
〇
。
。
舞
け
つ
詞
墜
こ
、
ガ
コ
。
昌
簿
㌶
、
器
二
⇔
ダ
～
．
写
一
三
口
（
い
讐
』
籠
ρ
、
、
．
．
三
δ
三
ヨ
o
o
馨
砂
9
μ
窟
・
2
》
門
っ

．
箆
、
〇
三
〇
夢
へ
》
（
〆
、
」

　
シ
モ
ソ
ド
ロ
ド
ー
ー
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
が
そ
の
『
佛
蘭
西
・
肥
』
、
こ
と
に
中
世
研
究
の
叙
述
『
中
古
伊
太
利
諸
豊
口
和
外
史
』
（
…
入

〇
七
一
…
八
年
著
作
）
に
於
て
、
ル
ソ
ー
啓
蒙
主
義
を
以
っ
て
、
「
哲
學
な
し
の
事
實
探
究
ぱ
、
事
實
な
し
の
暫
學
よ
り

は
詐
多
し
」
と
謂
っ
た
も
の
が
、
こ
、
に
考
へ
ら
れ
る
。
震
に
「
野
掛
派
」
◎
、
曾
。
δ
｝
Ψ
｝
三
3
9
営
ρ
戸
色
の
一
端
を
、
吾
々

は
見
る
の
で
あ
る
。
　
ミ
シ
ュ
レ
が
理
念
を
抽
象
し
、
映
像
を
求
め
、
象
徴
を
描
く
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
吾
々
を
し
て
そ

の
等
し
き
傾
向
を
ギ
ゾ
ー
の
文
明
吏
に
於
け
る
中
世
研
究
の
う
ち
に
、
鼻
聾
が
マ
ブ
ソ
ー
『
佛
蘭
西
面
省
察
』
を
綴
承
せ



る
『
佛
蘭
頂
史
論
』
へ
一
入
二
三
年
）
の
う
ち
に
、
想
匙
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
　
（
ご
こ
。
誹
3
（
ぎ
（
写
醗
の
ヨ
9
強
》
言
論
．
今

ズ
ひ
剛
三
ご
愚
琴
。
・
、
凶
猛
ご
＝
ズ
姦
〔
三
ン
ま
星
、
§
9
鴨
P
切
9
5
0
⇔
＆
ζ
菩
ヨ
（
、
〕
こ
も
。
o
讐
罠
（
三
日
し
。
ξ
一
．
ご
鈴
二
〇
津
邑
§
8
ご
ゑ
ξ
N
c
禁

尉
累
鉱
ω
蜂
篤
羅
二
。
謄
r
鳥
㊦
男
欝
置
8
．
）

　
ギ
ゾ
ー
の
業
縞
…
に
就
て
は
、
そ
の
前
期
に
於
け
る
政
治
論
と
そ
砿
後
期
に
於
け
る
文
明
史
と
豊
ハ
に
、
よ
く
世
に
傳
へ

ら
れ
て
今
こ
、
に
こ
れ
を
説
く
を
須
ひ
な
い
。
ジ
ュ
ソ
ァ
ソ
の
『
史
學
史
略
説
』
（
史
乱
文
粋
序
設
）
に
言
ふ
と
こ
ろ
を
見

れ
ば
、
「
一
事
實
に
一
理
念
を
、
　
一
文
獄
に
一
意
向
を
、
ま
た
一
語
句
に
一
思
想
を
、
獲
見
せ
ん
と
す
る
技
能
」
を
以
つ

一
て
せ
る
ギ
ゾ
ー
の
史
學
は
、
前
期
に
於
て
軍
歌
政
治
亡
母
に
難
し
て
史
的
論
謹
を
行
ふ
こ
と
の
以
外
に
、
後
期
に
於
て

歴
離
婁
の
理
念
の
累
進
を
以
て
・
馨
的
に
且
つ
本
質
酌
に
歴
史
の
爆
撃
行
ふ
と
こ
ろ
の
・
純
然
た
る
所
講
藁
乞

派
に
減
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
ギ
ゾ
ー
が
ジ
ュ
ル
マ
ニ
ス
ト
の
一
部
に
在
る
こ
と
、
又
彼
の
學
系
並
ク
ウ
ザ
ソ
哲
學
と

の
關
係
を
省
み
る
時
、
お
の
つ
か
ら
こ
れ
が
考
へ
ら
れ
る
。

　
斯
く
て
吾
々
は
中
世
研
究
に
於
け
る
哲
學
派
史
學
が
、
象
微
涙
と
の
關
聯
に
於
て
見
出
　
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
。
換
言

せ
ば
、
中
世
研
究
と
云
ふ
も
の
は
佛
蘭
膿
腫
學
史
の
上
に
干
て
、
佛
蘭
西
史
學
の
諸
傾
向
の
一
た
る
…
、
哲
平
冠
」
、
師
ち

シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
が
そ
の
『
史
學
研
究
』
の
う
ち
に
還
す
る
と
こ
ろ
の
哲
學
派
即
ち
論
誰
派
史
學
を
、
象
徴
景
気
學
と

關
黒
し
て
包
藏
し
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
・
・
、
シ
ュ
レ
が
非
難
し
た
る
「
宿
命
涙
」
も
、
こ
の
暫
學
派
の
う
ち
に
在
っ
て
、
一

履
顯
著
に
歴
史
狡
展
の
必
然
性
を
論
漸
張
参
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
ミ
シ
ュ
レ
に
就
て
見
れ
ば
、
彼
の
中
世
研
究
に
は
、

　
　
　
　
佛
翻
西
史
旧
史
に
於
け
る
挙
世
研
究
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
ご
一
近



　
　
　
　
佛
蘭
薄
吏
難
史
に
於
け
ろ
巾
世
研
究
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
牽
三
巷
第
二
號
　
　
二
一
六

他
の
中
世
研
究
に
於
け
る
諸
傾
向
が
一
の
融
化
を
有
し
て
み
た
（
ジ
ェ
ソ
ア
シ
）
。
郎
ち
中
世
研
究
は
史
學
の
諸
傾
向
を
、

象
徴
派
史
學
の
う
ち
に
流
通
せ
し
め
だ
。
し
か
も
更
に
吾
々
は
馬
寮
研
究
が
、
他
の
傾
向
帥
ち
ミ
シ
ュ
レ
の
主
業
主
義

に
反
謝
し
て
、
客
槻
を
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
テ
ィ
エ
ヅ
の
後
慨
世
め
客
観
描
寓
の
業
績
を
も
、
産
出
し
允
こ
と
を
箆
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三

　
省
み
る
に
、
所
謂
七
月
王
朝
の
史
學
七
賢
人
の
多
く
が
、
又
そ
の
多
く
の
業
績
が
、
研
究
の
領
域
と
し
て
も
っ
て
ゐ
7

た
の
は
、
中
世
史
で
あ
っ
た
。
、
こ
の
中
世
研
究
は
、
當
時
の
史
學
の
機
達
殊
に
史
料
の
蒐
集
の
生
母
に
、
お
の
つ
か
ら

誘
導
さ
れ
制
約
さ
れ
て
み
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
逆
撃
は
、
更
思
量
傾
向
諸
寺
派
を
沸
更
に
お
の
つ
か
ら
中
世
研
究

の
下
に
隷
回
す
る
こ
と
・
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
ル
イ
H
ア
ル
フ
㍗
・
ン
は
そ
の
『
吏
學
百
年
史
』
の
う
ち
に
、
一
入
三
〇
年
頃
の
商
事
者
に
と
っ
て
の
普
遍
的
な
ま
た
最
關

心
事
的
な
事
業
が
、
「
史
料
の
転
置
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
る
す
。
ギ
ゾ
i
激
育
長
官
の
努
力
は
史
學
の
振
興
に
存
し
た

こ
と
謂
ふ
ま
で
も
な
・
＼
史
學
の
勝
利
と
謂
は
れ
る
七
月
革
命
に
耀
し
て
、
七
月
革
命
と
史
要
と
の
不
可
分
關
係
を
説

く
テ
4
エ
ソ
の
努
力
も
、
ま
た
忘
る
べ
か
ら
す
。
（
テ
嘘
エ
ソ
『
佛
蘭
西
側
省
察
』
一
入
三
九
年
、
更
に
『
メ
η
ヅ
イ
ソ
カ
輯

物
語
』
憲
頭
）
。
史
學
研
究
は
七
月
王
朝
ピ
於
け
る
一
の
「
幽
二
面
施
設
」
で
あ
っ
陀
（
同
前
書
）
。
王
朝
政
府
…
の
設
立
命
令
r

に
よ
る
全
國
各
州
の
歴
史
科
學
委
員
會
、
又
は
教
育
機
關
に
所
呈
す
る
調
査
委
員
等
の
、
調
査
探
訪
の
結
果
た
る
史
料
報

告
苦
、
更
に
民
間
の
協
曾
の
数
多
く
の
設
立
と
、
そ
の
報
告
書
等
、
そ
の
多
く
は
佛
蘭
越
國
の
原
始
、
即
ち
中
世
に
關



す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
昔
一
入
〇
一
年
ナ
ボ
シ
オ
ン
一
世
時
代
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
h
ル
ノ
ァ
（
†
一
八
三
九
）
が
巴

里
の
プ
チ
H
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
僧
院
に
、
さ
、
や
か
な
る
「
佛
蘭
西
遽
品
集
古
館
」
を
掌
っ
て
み
た
そ
の
事
業
は
、
今
や
大

規
模
に
言
承
さ
れ
た
。
（
浮
蔦
σ
q
●
6
ぼ
O
冥
｝
・
”
O
O
器
賦
曾
9
藏
9
溢
に
霞
一
い
ぼ
答
鳥
。
桑
蚕
琴
P
．
．
ま
欝
己
。
自
軍
ω
o
⊆
〈
O
コ
両
議
露
（
｛
窪

ヨ
9
藁
ヨ
9
ρ
白
鳥
；
℃
p
）
¢
”
二
四
〔
二
薦
免
両
建
け
団
9
諏
9
μ
二
二
餓
2
多
周
。
’
．
．
k
ζ
o
×
●
「
b
謬
。
ぎ
ソ
｛
鐸
砿
蓼
鳥
＄
ヨ
9
三
ヨ
2
要
し
摩
ψ
。
2
ぢ
〔
二
。
。
．
）

　
ル
ノ
ァ
の
遣
品
蒐
集
は
殆
ん
ど
中
世
に
限
ら
れ
た
が
、
當
時
彼
は
王
宮
古
物
保
存
官
た
り
し
ル
イ
H
ミ
ル
ラ
ン
の
羅

馬
遽
蹟
研
究
に
趣
倒
さ
れ
、
何
等
世
入
の
注
意
を
惹
く
に
至
ら
ざ
り
し
時
に
、
苦
心
惨
憺
よ
く
そ
の
事
業
を
維
持
し
た
。

三
〇
年
代
の
前
記
諸
施
設
の
事
業
は
、
史
料
の
採
訪
、
探
瞼
ま
た
面
懸
等
々
、
凡
て
川
ノ
ァ
の
繊
承
と
し
て
、
大
部
分

に
於
て
ま
つ
佛
蘭
西
成
立
の
歴
史
、
中
世
史
の
研
究
の
範
園
に
属
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
ギ
ゾ
ー

の
計
劃
に
識
つ
る
一
八
三
混
年
以
來
の
『
各
州
提
示
未
狡
表
文
書
の
集
成
公
表
』
、
即
ち
猫
逸
の
大
文
書
集
成
M
、
α
、
R

に
甥
照
す
べ
き
、
そ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
書
公
表
が
吏
學
に
貢
献
し
、
且
そ
の
多
く
中
世
研
究
に
資
し
た
り
し
こ
と

は
謂
ふ
ま
で
も
な
い
。
從
っ
て
文
書
學
者
ド
シ
ノ
オ
、
ま
た
川
ト
ロ
ン
ヌ
な
ど
の
業
績
も
、
更
に
研
究
の
た
め
の
文
書

目
鎌
の
公
表
も
、
こ
、
に
二
時
に
考
へ
出
さ
れ
る
。
（
ご
0
2
コ
6
導
砂
3
盆
曲
け
ω
雪
無
丘
㌍
～
二
．
三
。
。
ρ
鳥
①
甥
噌
〔
二
μ
o
o
」
｝
『
〇
堅
く
譲

2
鼠
（
ヴ
声
嚢
（
ざ
一
ピ
団
審
議
○
さ
歪
｝
o
ρ
（
隔
斜
〔
～
ド
ご
磯
匹
Φ
鵬
曾
】
．
轟
塗
○
鍵
四
三
〔
響
窪
島
霧
ン
琴
葺
く
霧
二
ひ
雪
暮
¢
ヨ
2
暴
ド
ー
ア
」
（
、
暮
鉱
●

吟
曾
e
自
窪
三
銭
日
屋
霞
擢
伍
鳥
霧
ぴ
8
嵩
。
夢
＠
タ
お
q
陰
℃
鐸
窪
5
三
審
鳥
。
ω
鳥
伽
℃
霧
8
扁
ρ
臼
Φ
馨
ω
●
o
零
し

　
こ
の
未
獲
表
文
書
集
の
う
ち
の
顯
愚
な
る
も
の
、
何
れ
も
中
世
研
究
の
戊
果
な
ら
ざ
る
は
な
い
。
キ
シ
ュ
ラ
の
ジ
ャ
ン

　
　
　
　
佛
蘭
西
史
學
更
に
於
げ
る
中
手
研
究
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
一
一
一
七

（｛）



　
　
　
　
佛
蘭
西
廻
墨
史
に
於
け
ろ
巾
鞭
研
究
“
跨
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
ご
…
八

ス
ダ
川
ク
文
書
、
ミ
シ
ュ
レ
の
タ
ム
プ
ソ
エ
文
書
、
テ
写
エ
ソ
の
第
三
級
民
文
書
の
如
き
、
こ
れ
で
あ
る
。
更
に
吾
々
は

こ
の
時
期
に
、
メ
ジ
メ
が
勝
れ
た
る
歴
史
著
作
と
し
て
『
．
史
的
遺
物
』
を
有
し
た
こ
と
、
叉
ド
リ
ル
の
中
世
農
民
研
究
書

の
公
に
さ
れ
た
こ
と
を
墾
考
し
得
る
の
で
あ
る
、
そ
の
他
漱
會
史
方
颪
の
研
兜
の
進
歩
、
古
典
學
稜
、
佛
蘭
丙
學
院
更

に
稀
世
科
學
政
治
科
學
の
翰
林
院
の
事
業
等
々
、
こ
れ
ら
一
入
三
〇
年
以
後
七
月
王
朝
の
史
學
研
究
は
、
佛
蘭
西
史
學

の
狡
達
の
上
に
、
重
要
に
し
で
多
大
な
る
貢
獄
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
且
そ
の
中
に
在
り
て
中
蓋
研
究
が
、
窯
要

な
る
地
位
を
占
め
て
み
た
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
今
津
に
は
、
浪
漫
主
義
と
七
月
王
朝
石
塁
、
殊
に
そ
の
中
世
研
究
と

の
關
係
を
説
く
こ
と
を
省
略
す
る
。
そ
れ
は
當
然
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
意
義
を
有
し
て
み
る
と
は
詣
へ
、
ま
た
そ
れ
は

既
に
能
く
明
ら
か
な
る
事
で
あ
る
之
と
も
に
、
稿
を
新
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
故
で
あ
る
。
中
世
研
究
は
七
月
王
朝

首
魚
史
．
の
場
合
に
慌
て
、
實
に
俗
謡
閥
史
學
の
搬
達
の
上
の
顯
著
な
る
動
因
で
あ
っ
た
。
（
C
島
｝
o
養
ρ
H
b
、
男
3
。
辞
二
っ

｝
●
二
．
〉
一
，
o
ご
　
レ
｛
凶
。
ゲ
興
〆
一
、
b
℃
憎
O
o
～
あ
瓜
霧
弱
（
w
一
三
）
嵩
2
』
の
。
ご
ρ
〆
三
2
，
一
L
》
」
U
O
（
u
＝
』
o
扁
霧
・
留
羅
凱
馨
曾
（
ご
8
一
2
告
船
罰
3
∬
遍
）
『
塗
刷
×
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

閉
【
へ
二
，
ぎ
諒
ρ
ソ
白
〇
三
5
お
轟
け
雛
㌶
潅
。
ユ
ρ
煽
。
ω
ご
ピ
・
｝
）
o
甥
鑑
ρ
　
酬
無
二
瓢
塗
9
。
毎
熟
蚕
○
⊇
’
（
陣
ぎ
二
〔
三
絃
。
罫
湊
o
p
守
q
一
，
圃
o
O
δ
．
）

　
さ
て
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
シ
が
そ
の
『
史
學
研
究
』
の
う
ち
に
於
て
、
「
、
解
説
史
」
（
一
盆
湾
。
ぎ
（
囲
窪
。
3
益
！
δ
）
と
聡
し
て
特
異

を
暴
げ
淀
も
の
は
、
テ
ィ
エ
ソ
の
後
歯
世
の
名
著
そ
の
中
世
研
究
た
る
、
『
メ
w
ヅ
ィ
ン
が
朝
物
語
』
（
…
八
三
三
…
四
四
）

に
就
い
て
言
っ
た
も
の
と
考
へ
て
過
り
が
な
い
。
「
叙
述
派
」
史
學
の
う
ち
よ
り
撫
で
て
、
こ
の
一
代
の
互
匠
に
山
り
て

解
説
史
學
が
成
立
し
た
。
彼
の
民
主
虫
義
の
論
告
の
史
學
が
、
バ
ラ
ン
ト
の
叙
蓮
に
影
響
さ
れ
た
る
後
に
於
て
、
更
に

〈IO）



ミ
シ
ュ
レ
の
園
芸
傾
向
に
反
面
し
て
客
槻
を
提
唱
し
、
そ
の
所
謂
「
巌
暑
よ
り
至
れ
る
方
法
」
7
2
．
る
も
の
を
排
斥
し
た
る

二
の
『
物
語
』
に
於
て
、
テ
ィ
エ
リ
の
史
學
は
そ
の
慶
汎
な
る
吏
學
土
の
業
績
申
の
、
一
の
新
涯
分
を
、
彼
の
人
に
優
れ

た
る
才
能
に
出
っ
て
現
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
託
て
疑
な
い
．
、
謂
ひ
得
べ
く
ば
、
「
解
説
派
」
蟹
走
免
含
〇
一
①
凸
δ
器
『
ご
》
チ
弓
）

こ
れ
で
あ
る
。
・
（
ぎ
§
葺
ぎ
ρ
こ
桿
〔
・
三
。
；
ぎ
≒
咄
【
寡
～
〉
二
雀
日
ぎ
符
縁
＝
窓
｛
釜
（
冥
雲
切
一
）
。
・
ゴ
『
。
「
（
）
＜
諾
雪
砿
．
）

　
テ
ィ
エ
ソ
は
一
入
二
四
年
の
『
佛
爾
禰
史
文
語
』
の
「
趣
旨
書
」
の
う
ち
に
、
バ
ラ
ン
ト
の
『
ブ
ウ
ル
ゴ
ー
二
諸
侯
史
』
序

文
に
あ
る
「
叙
説
に
在
っ
て
謹
明
に
あ
ら
す
」
の
意
を
敷
征
し
て
、
「
叙
述
こ
そ
は
、
實
に
一
時
代
を
間
作
現
示
す
る
も

の
な
り
」
と
記
し
た
が
、
し
か
港
彼
の
そ
の
以
前
の
政
治
論
讃
の
影
響
と
し
て
、
彼
は
依
然
と
し
て
叢
に
も
叙
述
の
蔭

に
其
論
護
と
寄
生
張
と
を
伏
在
さ
せ
る
こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
而
し
て
『
物
語
』
の
う
ち
に
も
、
ガ
ロ
ロ
マ
ン
と
フ
ラ

ン
ク
と
の
蜀
立
に
山
來
す
る
赴
會
制
度
の
、
封
建
制
度
へ
の
墾
遷
を
蓮
べ
て
る
る
の
で
あ
る
。
そ
の
『
物
藷
』
の
以
前
に

記
し
た
る
『
佛
蘭
酉
史
省
察
』
の
・
ー
ー
ち
に
も
、
彼
は
逃
べ
て
、
「
凡
そ
國
民
史
は
、
こ
れ
を
理
想
化
し
、
抽
象
し
、
又
は
範

式
化
す
る
時
は
、
そ
の
本
旨
を
失
っ
て
無
意
義
と
な
る
。
吾
等
の
戒
し
む
べ
き
危
瞼
ぱ
、
急
遽
な
る
飛
躍
を
以
っ
て
、
方

法
に
廼
し
、
或
は
超
越
的
な
る
形
態
を
求
む
る
こ
と
に
在
る
の
で
あ
る
。
吾
等
は
カ
め
て
眞
實
そ
の
も
の
を
、
解
析
し
て

求
む
べ
し
」
と
し
て
み
る
。
之
れ
等
の
総
て
を
参
照
す
る
時
は
、
愛
に
テ
ヨ
エ
ソ
に
於
け
る
中
世
研
究
が
、
海
蘭
西
史
學

の
一
傾
向
即
ち
叙
述
派
を
出
で
た
る
「
解
説
派
」
を
、
形
成
す
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
こ
、
に
…
綿
蘭

西
吏
學
史
に
於
け
る
中
世
研
究
と
解
説
派
と
の
關
聯
を
見
る
。
テ
ィ
エ
リ
論
説
の
偉
大
は
、
ラ
ン
ケ
の
九
〇
歳
祠
賀
の

　
　
　
　
増
刷
西
史
學
吏
に
於
け
ろ
中
世
研
究
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
二
一
九

（11）



　
　
　
　
佛
翻
西
史
學
史
に
於
け
る
巾
世
研
究
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
第
二
義
　
　
二
ご
○
．

演
説
に
も
参
照
し
得
ら
れ
る
。
彼
は
ギ
ゾ
：
の
理
論
と
、
バ
ラ
ン
ト
の
叙
蓮
と
、
ミ
シ
ュ
レ
の
象
徴
と
を
割
鐘
し
て
、
嗣
”
物

語
』
の
う
ち
に
鋳
領
し
、
中
世
研
究
に
於
け
る
解
説
派
を
樹
立
し
た
。
（
州
し
つ
簿
〔
濱
塁
二
、
三
雲
（
ぴ
㌻
釜
。
ジ
℃
δ
頓
一
）
c
c
£
エ
」

、
∵
三
葉
『
登
三
巴
日
一
9
。
＝
舞
ご
）
互
h
）
〔
三
（
一
己
箋
‘
、
二
．
】
〔
二
養
藁
葺
○
コ
ω
〇
二
び
コ
、
乙
。
ψ
泰
簿
〔
二
三
や
倉
×
）
£
琴
・
、
♂
8
琶
〔
誉
銭
○
脚
読
・
）

　
　
　
　
　
　
　
四

　
七
月
王
朝
雨
蓋
の
諮
傾
向
が
、
殆
悉
く
中
世
研
究
の
鎮
域
に
存
し
た
こ
と
を
、
簡
賂
に
王
述
の
如
く
見
育
っ
て
、
絡
り

に
そ
の
後
世
へ
の
影
響
を
一
瞥
し
て
、
本
論
の
絡
と
し
よ
う
。
ミ
シ
ュ
レ
の
中
世
研
究
に
於
け
る
そ
の
史
學
の
影
響
は
、

グ
ー
チ
の
言
の
如
く
、
捌
く
長
く
後
世
に
及
ん
だ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
　
一
八
五
〇
年
以
後
の
、
近
代
三
名
家
た
る
ル

ナ
ン
と
て
ヌ
と
フ
、
三
ド
マ
・
ン
ヂ
あ
譲
に
於
て
、
警
ル
ナ
あ
幕
戸
綿
學
蟹
に
参
着
的
鱈

な
る
も
の
に
於
て
、
更
に
殊
に
フ
、
ユ
ス
テ
ル
ド
ク
ー
ラ
ン
ヂ
の
斑
愈
心
理
的
又
政
治
史
的
制
度
斑
酌
な
る
も
の
に
於
て
、

吾
々
は
充
分
に
こ
れ
を
跡
づ
け
得
る
の
で
あ
る
。

　
ク
ー
ラ
ン
ヂ
は
そ
の
名
著
『
古
蕾
の
都
』
の
う
ち
に
、
史
學
研
究
の
眞
實
の
目
的
が
、
【
言
入
閥
精
混
信
の
強
調
に
あ
る
こ
と

を
説
き
、
制
度
法
律
等
が
こ
の
墾
動
の
基
．
礎
の
上
に
依
様
す
る
を
主
張
寸
．
る
こ
と
は
、
ミ
シ
ェ
レ
が
【
、
一
の
精
紳
一
の
人

格
」
を
説
．
い
た
こ
と
に
参
照
さ
れ
る
。
ル
ナ
ン
に
於
け
る
ミ
シ
ュ
レ
の
影
響
は
、
「
，
、
過
去
の
復
活
」
の
案
．
張
に
於
て
、
夏
に

．
自
然
的
幻
想
」
に
比
し
た
る
、
「
歴
史
的
幻
想
」
堕
、
深
奥
な
る
雑
面
」
の
士
張
に
鞭
て
知
ら
れ
る
毒
然
し
ル
ナ
ン
は
、
、
・
、

シ
ニ
の
後
年
世
が
薫
り
に
主
観
に
偏
し
祈
る
に
諭
し
ピ
・
、
詩
細
石
興
に
至
り
に
動
か
さ
れ
過
ぎ
た
・
偏
謂
な
れ
る
．
三
く
？



ミ
…
”
、
｝
’
蝕
陶
一
（
ノ
】
・
♂
菱
零
】
（
『
（
ぺ
）
三
髭
一
乗
・
乙
。
ご
】
」
戸
当
零
〔
二
嵩
曲
（
馨
り
ご
　
吟
」
ψ
鎗
ご
。
一
一
⊆
ご
蝕
憂
ノ
噌
博
　
い
．
】
齢
幽
幽
身
厳
軋
一
，
（
ゑ
酬
＾
）
箒
〔
一
離
剛
）
暴
安
一
曽
ご

．
．
C
蔓
自
）
＜
含
齢
…
3
づ
；
汐
コ
（
一
つ
【
ざ
｝
デ
エ
（
ゾ
紛
唾
〔
二
誉
鵡
ゑ
β
・
エ
鴬
’
一
三
，
（
》
】
犀
、
ス
（
池
亭
ゴ
ヨ
○
〔
㌶
醐
デ
z
o
ψ
二
一
曇
岬
デ
凶
（
二
一
デ
嘗
二
．
剛
〔
三
〔
法
・
舶
ぐ

　
ク
ー
フ
ソ
ヂ
に
至
っ
て
は
、
「
、
現
實
に
於
け
る
シ
ス
テ
ム
よ
、
河
が
故
に
罐
吏
に
於
イ
、
も
存
せ
ざ
る
二
と
あ
ら
直
｝
で

あ
り
、
【
、
歴
吏
家
に
於
け
る
最
善
は
、
彼
が
最
も
近
く
文
面
に
依
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
文
獄
を
最
も
正
當
に
解
説

す
る
こ
と
、
彼
が
文
獄
に
依
存
す
る
こ
と
の
外
に
は
、
何
事
を
も
書
き
も
せ
す
、
．
何
事
を
も
考
へ
も
せ
鍛
こ
と
で
あ
る
、
」

と
云
ふ
麿
張
に
在
る
。
斯
か
る
所
謂
科
學
的
な
る
も
の
、
ミ
ュ
ニ
エ
が
前
掲
書
に
云
ふ
「
科
學
派
」
な
る
も
の
は
、
こ
の

主
張
が
最
も
良
く
整
備
さ
れ
た
る
史
料
の
環
境
に
於
て
の
み
完
成
さ
れ
る
場
合
に
生
、
す
る
こ
と
は
、
ア
ル
フ
ァ
ン
の
言

を
ま
毒
し
て
習
か
で
あ
る
。
果
し
て
、
・
の
章
派
は
誓
中
世
研
究
ゆ
b
史
料
麗
の
最
も
良
き
と
こ
ろ
に
倒

起
て
樹
立
さ
れ
た
。
前
記
ク
ー
ラ
ン
ヂ
の
言
は
、
實
に
彼
の
『
古
代
佛
蘭
西
の
政
治
制
度
の
雁
史
』
（
　
入
七
四
、
入
八

！
九
二
）
の
う
ち
、
「
フ
ラ
ン
ク
王
國
」
の
う
ち
に
遍
べ
ら
れ
て
あ
る
。
愛
に
ま
た
吾
々
は
、
中
世
研
究
と
「
科
學
派
」
と
の

包
含
を
見
「
る
。
　
（
．
、
巨
。
聲
蓉
曾
ご
o
o
警
（
一
婁
小
戸
零
9
澤
倉
℃
o
霞
・
書
。
ご
δ
器
憲
巳
ご
）
霧
⊆
ρ
ま
諺
醇
○
ご
、
o
・
、
、
”
一
．
ひ
8
δ
馨
㍗

2
詳
出
ρ
二
〇
ご
H
瞬
警
◎
鳥
○
皿
一
一
ρ
ω
賦
貫
蝕
O
護
白
。
一
）
○
賦
鉱
ρ
戸
お
ψ
（
ざ
鐸
コ
。
ご
三
〇
舅
聾
ρ
○
ρ
㌶
ヨ
9
蒙
・
。
三
亀
§
5
琴
・
）

　
以
上
、
ミ
シ
ュ
レ
の
中
世
研
究
の
業
績
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
に
關
噂
す
る
諸
傾
向
を
、
落
掌
史
の
王
に
要
る
時
は
、
中

世
研
究
な
る
も
の
は
、
佛
蘭
酉
史
冊
に
於
け
る
殆
ん
ど
総
て
の
史
學
傾
向
を
、
包
矯
し
て
み
る
と
こ
ろ
の
親
が
あ
る
。

準
世
研
究
は
、
繋
累
西
史
學
の
獲
達
に
書
す
る
、
重
要
な
る
動
因
、
ま
た
主
要
な
る
史
學
研
究
の
領
域
と
し
て
親
察
さ

　
　
　
　
二
項
西
吏
學
史
に
於
け
る
中
世
研
究
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
谷
　
第
二
號
　
　
ご
一
＝
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